
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
と
は

　
「
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
」
は
、
ほ

乳
類
を
は
じ
め
動
物
の
体
中
に
含
ま

れ
る
リ
ン
脂
質
の
一
種
で
、
不
足
す

る
と
細
胞
の
正
常
な
働
き
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

血
管
に
蓄
積
し
や
す
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
生
命
維
持
の
た
め
に
は
非
常

に
重
要
な
物
質
で
す
が
、
20
年
く
ら

い
前
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
は
進
ん

れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、
夫
婦
間

の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り「
脳
疲
労
」

が
起
こ
る
の
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
や
ガ
ン
、
認
知
症
は
「
脳
疲

労
」
か
ら
起
こ
る
と
考
え
、「
脳
疲

労
」
を
解
消
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の

病
気
を
改
善
す
る
こ
と
を
臨
床
の
場

で
実
践
し
て
い
ま
す
。
最
近
に
な
っ

て
、
生
理
学
的
レ
ベ
ル
で
も
わ
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
脳

疲
労
」
の
患
者
さ
ん
の
多
く
に
血
液

の
中
の
「
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
」
と

い
う
脂
質
成
分
が
減
少
し
て
い
た
と

い
う
事
実
で
す
。

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

当
時
は
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
を
生
体

か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
困
難
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
研
究

グ
ル
ー
プ
が
2
0
0
7
年
、
食
品

か
ら
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
を
抽
出
す

る
方
法
を
世
界
で
初
め
て
発
見
し
た

こ
と
で
研
究
が
一
挙
に
進
み
ま
し
た
。

　

実
際
、
脳
内
の
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ

ン
量
が
減
少
し
て
い
る
認
知
症
患
者

さ
ん
に
、
ホ
タ
テ
由
来
の
プ
ラ
ズ

マ
ロ
ー
ゲ
ン
を
摂
取
し
て
も
ら
っ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

脳
の
中
に
は
2
つ
の
部
位
が
あ
り

ま
す
。
知
性
・
理
性
を
つ
か
さ
ど
る

大
脳
新
皮
質
、
そ
し
て
本
能
・
情
動

の
大
脳
辺
縁
系
で
す
。

　

大
脳
新
皮
質
は
脳
の
夫
役
で
、
い

つ
も
外
部
か
ら
の
情
報
に
緊
急
対

応
し
頑
張
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
一
方
、
妻
役
で
あ
る
大
脳
辺
縁

系
は
、
自
分
の
身
を
守
る
役
割
。
で

す
か
ら
、
疲
れ
た
ら
休
み
た
い
と
思

い
、
眠
く
な
っ
た
ら
眠
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
頑
張
る
こ

と
を
夫
の
大
脳
新
皮
質
か
ら
強
い
ら

脳
疲
労
と
は

　
「
脳
疲
労
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
私
が
30
年
前
に

創
っ
た
造
語
で
す
が
、
一
言
で
い
え

ば
「
脳
が
疲
れ
た
状
態
」
で
す
。
筋

肉
を
使
い
す
ぎ
る
と
筋
肉
疲
労
が
起

こ
る
よ
う
に
、
脳
も
使
い
す
ぎ
る
と

「
脳
疲
労
」
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

現
代
社
会
の
よ
う
に
、
仕
事
や
人
間

関
係
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど「
情

報
が
い
っ
ぱ
い
」
あ
る
こ
と
が
「
脳

疲
労
」
の
直
接
の
原
因
で
す
。
こ
の

情
報
は
「
ス
ト
レ
ス
」
と
言
い
換
え

脳
に
は
た
ら
く
『
ホ
タ
テ
由
来
プ
ラ
ズ
マ
ロ
ー
ゲ
ン
』
と
、

腸
に
は
た
ら
く
『
乳
酸
菌
生
成
エ
キ
ス
』。

ど
ち
ら
の
臨
床
研
究
も
な
さ
っ
て
い
る
、

藤
野
武
彦
先
生
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
に
伺
い
ま
し
た
。

●教えていただいた方
藤野 武彦 先生

九州大学名誉教授
医学博士、内科医、循環器専門医。
27年前に脳疲労概念とその具体的治療法であ
るBOOCS理論を提唱。医学的有用性を実証
してきた。また近年、脳疲労と脳内プラズマロー
ゲンとの関係に着目し、重症脳疲労と考えられる
認知症に対する有用性を実証しつつある。

①軽度アルツハイマー病患者の
記憶力がアップ

↑中でも 77 歳以下の方に
　大きな改善傾向が。

↑中でも「ここはどこ？」といった
　場所の見当識に改善傾向が。

① 2014-2016 年の二重盲検試験：人数 328 名 /EBioMedicine17(2017)199205
② 2014-2016 年の二重盲検試験：人数 178 名 /J Alzheimers Dis Parkinsonism（2018）8:1

②軽度認知障害から
認知症への進行を防ぐ可能性

脳が笑って
腸が喜ぶ生活を

いつまでも
健やかで

いたいなら、

p=0.003

＊＊＊p＜0.001

認知機能検査
〈MMSE-J （場所の見当識）〉

プラズマローゲン摂取群（90人）
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を摂取すると

1. 眠りが悪い…寝つきが悪くなる、
夜中に用もないのに目が覚める。用
もないのに朝早く目が覚めるなど。

2. 便秘する、下痢する。

3. 義務で食べる、過食する…欲し
てないのに食べたくなる、食べ始め
ると止まらない、ダラダラと食べて
しまう、イライラして食べてしまう、
甘いものが欲しくなる、昼になった
から食べておこうなど。

3 つの「快」が消えていくのは、
危険なサイン！

快眠 快便 快食 =健康

「脳疲労」の最初の重要サイン

ホタテ由来プラズマローゲン
「脳疲労」の

緊急サポーター

77歳以下
記憶検査〈WMS-R（30分）〉

プラズマローゲン摂取群（19人）

点数
3
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P=0.029
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